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ことが思い出される。

このような、古くからの農民の自然の災害に対する防禦P!JJii'.i
が石像のj長に表現されたものと考えられる。

関村始組の人々が、はじめは五輪f菩（写真左下及び右端）を建

て視先の曜を妃り、それを地神としてうやまっていたものが、

長年月の聞に散迎し、し、つの頃からか風神が地f司！としてまつら

れてきたものであろう。

地柄11は、朝日士山内では各所に見られ、窃！として、あるいは

五輪絡や石像石塔など多憾であるが、花房地内秋山兵衛宅に

まつられているれんげの台座にのった 「女神 ！宅咋地神女」

（写真左上）などは極めて珍らしいもので、このほか、W:Jll、小

林邦司家の鎌倉様式の「五輪塔地布｜リ、 Pl山、官正「八郎家の「

率調地神」、城山落滅。、際12人の武士の白容の地と伝えられる

「12人・＼・ 7・地や！リ……五輪塔一一泊下地内、上lllJ地内の石準地

利J（自然石）など特殊なものが盛ってし、る。

軍司、それぞれ心ある人々の供謎を：受けているが、出納！のある

ところ必ず問先の蝦あり、庶民のbJ~it, 、があり 、村や家の！懐史が
ある。これらを知る上においても軍要な文化財として適当な官

号11保存が必要であろう。

＝笹長井宗三郎家の地神

笹川部落は、長井、竹内、折谷、小林、深松、堀内、宇部な

ど、七人の人たちによって関村されたと伝えられ、それぞれ古

L、祖先の墓地をもっていて、五輪塔や石像をまつり、これを地

神僚と呼んでいる。

これらの地神は、祖先の霊～祖先神～屋敷神とつながる古い

形の畳敷神の｝積である。

この石像は、佐川正覚寺の参道わきの長井京三郎家のtUL相｜！と

してまつられ現在まで数百年の風雪に耐えて今日に至っている

ものである。

この地方に残存する石仏のなかで長井宗三郎家の地神は、な

んと素朴な石像であろうか、目を大きく見聞き、口もとはしっか

と「へ」の字に結び、髪を逆立て、右手に高々と 「かま」か「

くわ」様なものをかかげ左手に宝珠をきさげ、両足で水肢をふ

まえた姿は、農民が風水害から農作物ゃ財産を守るための願い

をこめて作り紀られたものではなかろうか。

現在でも、 農家のかやぶき屋根に「かま」を蓋し、風切りと

称して風害をざける風習や、かつて大正の頃まで、台風のj設

中に農家の老人が長い竹生存の先に「かまjを結びつけ、 「ホ ー

ホー」と怪しげなかけ声をかけて空を切って歩く風習のあった
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ぷ，

幹

部

研

(2) 

朝日町

連合婦人会

豊

か

な

生

活

と

住
み
よ
い
郷
土
づ
く
り
を

め

激
変
す
る
社
会
の
中
で
、
あ
す
の
豊
か
熱
心
に
討
議
し
、
金
沢
大
学
医
療
技
術
短

な
伶
一
活
づ
く
り
、
住
み
よ
い
郷
土
建
設
を
期
大
学
教
授
沢
田
忠
治
先
生
の
、

「
現
代

め
ざ
す
地
械
鮒
人
会
の
や
さ
方
を
考
え
よ
に
生
き
る
婦
人
」
と
題
す
る
、
講
摘
が

う
と
、
朝
日
町
教
育
按
U
会
、
制

n町
小

行

な
わ
れ

「
小
さ
い
と
き
か
ら
母
と
子
の

火
公
民
館
、
明
H
町
選
併
管
制
時
谷
口
会
、

聞
に
盤
情
と
や
さ
し
さ
の
ふ
れ
あ
い
を
汗

朝
れ
町
川
化
選
数
株
進
協
級
会
、
削
日
町
て
て
ほ
し
レ
」
と
い
う
忽
旨
の
内
容
に
改

連
合
的
人
会
主
似
に
よ
る
、

問
和
凶
十
七
め
て
感
銘
を
深
く
し
て
全
日
程
を
終
り
ま

年
度
倒
R
町
婦
人
会
幹
部
研
修
会
が
、
六
し
た
。

月
十
一
日
、
泊
小
学
校
で
、
各
地
区
の
役

れじいじい・
・J
－
J
‘
E
f
－－

J
・3
．‘

f

白
一
八

O
名
が
疹
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

一

一

た。

、
：
一

一
婦
人
会
の
制
織
、
役
口
の
任
務
、

M

d
z
一

動
は
い
か
に
あ
る
べ
主
か
」
の
テ
1

7
で

－

、

内

三
つ
の
分
科
会
に
分
か
れ
て
、
各
地
区
の

｜寸
ノ

管

活
動
状
況
や
問
題
点
を
出
L
A
H
い
な
が
ら

L
L
所

，r・
d

健

街
川

俊
一
わ己

修
必h
:z::c 

年

C

し
栄町町内会と

// 

て
が

表 彰 される

んさ士
口藤村政

昭
和
四
十
七
年
度、

黒
部
保
随
所
管
内

保
健
術
作
大
会
が
六
川
七
日
入
沓
町
役
場

で
聞
か
れ
、
そ
の
席
上
‘
団
体
で
朝
日
町

栄
町
々
内
会
と
、
個
人
で
は
明
日
町
山
川
副

ハH
の
旗
村
政
吉
さ
ん
が
、
防
佼
活
動
出
向
・
民

地
以
と
優
良
山
川
制
職
H
H
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ

炎
彬
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

栄
町
々
内
会
は
，
町
内
の
環
呪
術
小
．
の

唱－、山

-3県公民自n研修会 ＝

開
か
れ
る

朝
日
町

潟 ・富

南
保
公
民
館
で

野・新長新
川
、

修
会
が
、

μ、野
、
日
山
の
一一
一山
公
民
館
前

公
る
ハ
ハ
月
二
十
一
日

t
一一
卜・
一

員
か
ら
の
人
望
も
厚
く
、
常
に
作
曲
常
員

の
先
頭
に
立
ち
、
そ
の
功
績
は
他
の
模

範
を
示
す
も
の
で
一
般
住
民
か
ら
も
、

そ
の
行
動
に
対
し
喜
ば
れ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
表
彰
は
そ
れ
ぞ
れ
そ
の
功

績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

八
V

八

〉

八

V

八
V

自
の
こ
自
聞
に
わ
た
っ
て
南
保
公
民
館

そ
の
他
を
会
場
と
し
て
闘
か
れ
ま
し
た

が
、
約
九
十
名
の
参
加
者
が
二
つ
の
分

科
会
に
分
か
れ
、
第
一
分
科
会
で
は
、

管
現
運
営
、
企
両
予
算
、
施
設
設
備
、
組

織
上
の
問
題
点
‘
第
二
分
科
会
で
は、

背
少
年
、
附
人
、
成
人
一
般
、
日
令
者

数
育
に
関
す
る
具
体
的
な
訴
動
上
の
問

題
点
等
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
意
見
発
炎

と
協
鵡
を
行
な
レ
、
ま
た
当
日
夜
は
小

川
元
湯
に
お
い
て
、
三
県
代
表
科
会
議

を
開
be、
今
後
の
迎
営
上
の
間
組
に
つ

い
て
の
な
此
交
換
を
什
な
い
ま
し
た
ω

一
一
日
目
は
、
朝
日
町
文
化
財
、
山
跡
め

ぐ
り
を
行
な
い
。
宮
崎
鉱
成
に
お
い
て

名
物
タ
ラ
汁
を
抗
味
散
会
し
ま
し
た
。

F
O
n
6
n
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一…・夏山の遭難事故を…・．、

防

安
全
な． 
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iま

コ
ー
ス
と

慎
重
な

ぐに

行
動
と

余
必
の
あ
る

日
程
で

い
よ
い
よ
登
山
の

シ
ー
ズ
ン
で
す
。

朝
日
岳
の
登
山
者
は
毎
年
明
加
の
一
途
を

た
ど
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
大
変
結
捕
な

こ
と
で
す
が
予
期
し
な
い
恐
ろ
し
い
遭
難

も
忘
れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
今
年
も
す
で

に
描
牲
者
が
で
て
い
ま
す
。

五
汁
は
じ
め
、
あ
る
会
社
の
山
岳
部
パ

ー
テ
ィ
五
人
が
朝
u
m
m
に
笠
り
ま
し
た
が

仲
間
の
一

人
が
イ
プ
リ
山
付
近
の
雪
け
い

で
足
を
踏
み
滑
ら
せ
三
0
0メ
ー
ト
ル
下

の
谷
底
に
転
結
．
こ
れ
を
救
助
し
よ
・
コ
と

し
た
同
僚
も
誤
っ
て
滑
り
落
ち
、
日
分

の
ピ

ヅ
ケ
山
げ
で
お
大
腿
滞
J
V
』
突
さ
刺
す

と
い
う
二
心
地
畑
山
・
改
が
あ
り
ま
し
た
。

凱

一
の
迎
焼
以
引
は
、
燃
送
の
迎
小
つ
い

に
亡
く
な
り
ま
し
た
が
、
し
ば
わ
く
な
か

っ
た
叫
H
山
系
の
事
政
と
し
て
聞
係
%
に

大
変
な
シ
ヨ

ノク
を
与
え
ま
し
た
。

山
の
泊
雌
で
は
火
似
の
急
変
に
よ
る
出

雌
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
伝
活
中
般
が
一

事
情
弘
Y

レ
と
ト
r
J
』
と
で
す
。

宏
人
ト
な
J

l

ス
と
け
引
に
余
怖
の
あ
る

計
州
を
た
て
似
引
な
卜
．に
仙
川
市
な
行
動
全

と
り
、
時
に
は
引
会・
必
ず
的
討
を
も
つ
こ

と
が
ぜ
山
行
に
止
っ
て
大
切
な
・』
と
で
す
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に
す
る

運

動

l
l

七

月

i
八

月

み

ん

な

で

協

力

郷

土

の

美

化

を

l
l

ー

海

岸
を
き
れ
い

民

県

近
年
の
生
活
水
準
の
高
度
化
、
あ
る
い

は
生
活
織
式
の
変
化
で
、
わ
た
し
た
ち
の

周
囲
か
ら
で
る
ゴ
ミ
は
憎
え
る

一
方

で

す
。
特
に
河
川
、
海
岸
、
空
地
等
は
、
ア

キ
カ
ン
や
ガ
ラ
ス
び
ん
、
悪
臭
を
絞
っ
（

公
害
）
ゴ
ミ
の
山
、
山
；
：
：
：
。

こ
れ
ら
廃
棄
物
に
よ
る
環
境
汚
染
を
な

く
し
て
、
美
し
い
自
然
の
保
護
と
消
ら
か

「 世 界のねがい 「

」一一交通安全一一一1

な
城
崎
作
り
を
め
ざ
し
、
あ
な
た
ふ
、

わ
た
し
も
．
明
る
い
γ

町
づ
く
り
の
た
め
に

川
や
海
岸
を
・
き
れ
い
に
す
る
運
動
に
協
力

し
ま
し
ょ
う
。

な
お
、
県
で
は
七
月
と
八
月
を
、

「
海

岸
を
き
れ
い
に
す
る
運
動
」
期
間
と
し
、

ひ
ろ
〈
県
民
運
動
を
展
開
し
て

H

明
る
レ

郷
土
を
築
こ
う
H

と
呼
び
か
け
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

ワ
ン
ツ

l
カ
l
ト
や

ゴ

i
カ

l
ト
十
一使
っ
て

交
通
安
全
教
室
開
く

(3) 

交
通
事
故
の
絶
滅
を
期

す
る
た
め
、
町
で
は
こ
の

ほ
ど
交
通
安
全
指
潟
教
具

を
鵬
入
し
ま
し
た
が
、
こ

れ
は
、
老
人
や
幼
児
、
小
学
生
、
保
育
所

園
児
な
ど
に
対
す
る
交
通
安
全
教
育
を
徹

底
す
る
た
め
に
設
置
し
た
も
の
で
、
保
育

所
、
老
人
会
、
婦
人
会
な
ど
の
組
織
の
中

で
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
、
こ
れ
を
使

っ
て
正
し
い
交
通
作

l
wの
修
得
を
め
ざ

す
も
の
で
す
。

現
在
、
ツ
ユ
時
の
交
通
事
故
防
止
運
動

の
爽
施
中
な
の
で
こ
れ
を
機
に
、
去
る
二

十
機
八
日
に
、
泊
小
学
校
に
お
い
て
こ
の

具
を
使
用
し
て
交
通
教
室
を
開
催
し
ま
し

た
が
、
児
童
た
ち
は
真
新
し
い
ワ
ン
ツ
1

カ
1
ト
や
、
ゴ
ー
カ
1
ト
に
乗
っ
て
、
策

し
み
な
が
ら
交
通
ル
l
LF
を
身
に
つ
け
て

i白

学

校

い
ま
し
た
。

会

…

i
川
j
i
l
l

－
＼

H

A
似・
1
H飾
に
み

H
J
hw
h
v

・

川
刊

年
度
定
期
総
会

会

曜

t

秒

聞

が
、
去
る
六
月

削

川

で

二
卜
H
朝
日
町

ゅ
は

町

（宵
躍
的
荘
）

j
R

日

を
会
協
と
し
て

図

朝

日
；

巴
』

－
－

0
1
1
：
f
 

yv

…

が
、
呉
市
胤
地一臥

戸
一／

…

公

共
図
書
館
関

係
者
一
二
十
数
名

が
参
加
し
、
県
か
ら
は
県
丘
図
書
館
長
士
円

本
健
一
氏
、
同
協
会
翻
問
北
条
正
部
氏
及

び
当
町
か
ら
は
藤
条
教
育
長
が
出
席
し
、

前
年
度
事
業
報
告
決
算
報
品
川
な
ら
び
に
木

年
度
事
紫
、
予
算
の
承
認
そ
の
他
議
事
の

協
議
を
行
な
い
、
総
会
次
第
を
終
え
ま
し

た。 昭和 47年度
百
万
円
以
上
の

L
事

町
営
情
負
工
事
の
入
札
状
況

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円
以
上
の
工
事

は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
宿
祉
セ
ン
タ
ー
＝
一
階
増
築
工
事

（同

書
館
部
分
）

工
事
費
一
千
四
百
十
万
円

増
築
部
分

三
階
床
町
智
延

三
百
五
十
五
、
一
四
平
方
メ
ー
ト
ル

工
期
五
月
二
十
日

1
九
月
二
十
六
日

二、

泊
病
院
補
修
工
率

（
山
地
内
）

工
事
費
百
五
十
万
円

工
期
六
月
二
十
五
日

t
八
月
一
一
一
十
日

福

祉

休

育

セ

ン

タ

m

u

0

0

0

0

0

0

0

0

 

。

叩

U
0
0
0
0
三

階

増

築

工

事

は

じ

ま

る

0
0
0
0
0

＋

－

月

オ

ー

プ

ン

を

目

ざ

し

て

叫
H
町
信
社
及
び
体
育
セ
ン
タ
ー
を
八

月
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ

L
て
出
設
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
次
計
州
で
建
設

す
る
予
定
で
あ
っ
た
三
階
図
書
館
を
引
き

続
き
行
な
う
こ
と

に
計
画
を
変
史
し
卜

月
一
日
オ
ー
プ
ン
を
円
掠
に
工
事
が
進
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

一、

三
階
建
物
の
構
造
と
面
積

鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り

建
物
此
耐
積

朝

日

昨
年
四
月
か
ら
社
会
福
祉
法
人
と
し
て

再
発
足
し
た
朝
日
町
社
会
福
祉
協
議
会

は
、
新
た
に
活
動
専
問
員
を
お
い
て
社
会

福
祉
活
動
を
一
段
と
強
化
し
、
明
る
い
環

境
と
豊
か
な
生
活
の
笑
現
に
つ
と
め
て
き

ま
し
一
た
。
四
十
六
年
度
一の
活
動
に
伴
う

決
算
及
び
四
十
七
年
度
の
予
算
は
つ
主
の

と
お
り
で
す
。

収

入会
費

補
助
金

配
分
金

委
託
金

寄
付
金

雑
収
入

計

一一、
二
二
四
、
八
五

O
円

八
五
五
、
三
O
O円

六
四
六
、
二
六
七
円

一
七

0
．0
0
0円

二
三
八
、
五
O
一
円

六
、
五
七
六
円

一
四
一
、
四
九
四
円

支

出会
議
賛

事
務
質

事
業
費

程
分
金

負
担
金

務
支
出
金

六三九
一九五六一二
一二五八九三

七四八O二八8八七二六回
O六OOn.

円円円円円円

一二
三一一
、
四
六
千
心
メ
ー
ト
ル

佐
川
町
出
物
床
面
陥

二
二
、
木
八
千
方
メ
ー
ト
ル

二
、
施
股
の
内
容

一
般
閲
覧
室
特
別
閲
覧
笠
岡
高
事

務

保

凶

群

保

管

服

一ニ
、
事
業
費

一
千
四
百
十
万
円

凶、

鍛
工

附
和
四
十
七
年
九
月
二
十
六
日

計

一

一

、

O
七
一
、

一
八
一
円

翌

年

度

へ

繰

越

七

O
、
三
一

一一一円

附
和
四
十
七
年
度
予
算

支 収
予諸繰負準事会 雑縦l’舟委交Mti会財

計備支出担業務謎 計収越付託付ll)J資産：
費出金 金買賞貸出 入金金金金金 収入
金 入

一一、

五、

0
0
0円

三
六
八
、

0
0
0円

五
八
六
、

0
0
0円

六

O
O、
0
0
0円

二
七
三
、

0
0
0円

ご

O
O
、
0
0
0円

七
O
、
O
C
O円

λ
O
、
0
0
0同
・

二ハ二
、
O
C
O円

社
会
福
祉
法
人

吋

私

会

福

祉

協

議

会

四
十
六
年
度
決
算
と

四
十
七
年
度
予
算

一、

三

O
、
0
0
0同

八
五

O
、
0
0
0円

九
六
一
、

0
0
0円

一
一
七
、

0
0
0円

一一一一回、

0
0
0円

六
五
、
O
O
O円

五、

0
0
0円

一
六
二
、

0
0
0円



(4) 

健
全
で

楽
し
い

キ
ャ
ン
プ
の
普
及
を
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朝
日
町

キ
ャ
ン
プ
研
修
の
集
い

｜
｜

黒
部
市
大
島
キ
ャ
ン
プ
場

｜
｜

豊
か
な
向
然
の
中
で
、
野
外
活
動
の
正

し
い
知
識
と
技
能
を
身
に
つ
け
た
実
践
的

指
導
者
な
育
成
し
、
越
金
な
湾
外
活
動
の

普
及
推
進
を
は
か
る
た
め
、
教
育
委
員

会
、
中
央
公
民
銀
主
催
に
よ
る
、
本
年
度

朝
B
町
キ
ャ
ン
プ
研
修
の
集
い
が
、
六
月

三
、
四
日
の

一
泊
二
日
に
わ
た
り
、
黒

部
市
大
島
キ
守
ン
プ
場
で
、
町
内
の
青
年

四
十
五
名
が
参
加
し
て
行
な
わ
れ
ま
し

た
。

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
朝
日
第

一
団
々
委
員

長
村
口
隆
造
氏
、
問
問
委
偽
選
沢
希
彦
氏

を
指
減
講
師
に
、
正
し
い
キ
ャ
ン
プ
に
必

要
な
各
種
の
技
能
な
と
に
つ
い
て
の
指
導

を
受
け
、
き
び
し
い
中
に
も
資
し
く
有

意
義
な
研
修
の
集
い
を
終
え
・
ま
し
た
り

ひさあ第203号（昭和併8月8日）
第3種郵便物認可／

夏夏 夏

よ

い
よ
水
の
シ
！
ズ
ン

待
町

望

の
件~
'ts 

プ

本
年
度
の
町
営
ア
l

w
聞

き
が
六
月
十
七
日
に
行
な
わ

し水泳ヌ：：！午、年団」
い
よ
い
よ
次
の
シ

ー
ズ

ン
を
迎
え
六
月

ニ
イ
問

日
、
泊
小
川
予
枚
、
山
中
学

校
児
従
、
生
徒

一一

一
名

を
中
心
に
し
た
朝
日
町
水

協
ス
ポ
ー
ツ
少
年
聞
が
結

成
さ
れ
ま
し
た
。

閉
四
回
た
ち
は
、
結
印
式

の
後
、
指
議
場
か
ら
プ

山
戸
で
の

マ
ナ
ー
や
泳
ぐ
と

を
の
心
が
ま
え
に
つ
い
て

指
羽
を
受
け
ま
し
た
。

JI, 

開

き

れ
、
水
の
シ
ー
ズ
ン
の
幕
あ
け
を
し
ま
し

た。O
開
設
期
間

六
月
十
七
日

t
九
月
十
五
日

※
休
場
日
八
月
十
六
日

η開
場
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
六
時
ま
で
。
た
だ

し
、
児
童
、
生
徒
は
午
後
五
時
ま
で

O
入
場
料

1:jコ大
学入
社主 ． 『

i河
大
生．
を
含
む・
、，〆

ノ、

円
十
円

1j、
子・

生

十
円

。
臨
時
電
話

一一一

l
一
五
九
一

j白

けノ

J

‘

一

成

ポ

結
ス

団

ト

年

初

少

健全な心身と

点情と協力をめざして

健
康
な
心
身
と
協
み
と
友
情
を
め
あ
て

と
し
て
こ
の
ほ
と
出
サ

ァ
カ
l

ス
ポ
ー

ツ

少
年
団
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
少
年

団
は
川
小
学
校
瓦

・
六
年
生
児
塗
二
十
名

で
楠
成
さ
れ
、
昨
年
か
ら
実
質
的
活
動
を

行
な
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
関
係
者
の
熱

貰
に
よ
り
正
式
に
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
と
し

て
充
足
し
た
も
の
で
す
。

結
団
武
の
後
、
朝
日
間
体
育
指
必
員
ナ

l

ム
と
練
習
試
合
行
を
な
い
、
元
気
は
つ

ら
っ
た
る
プ
レ
ー
を
展
開
し
ま
し
た
。

、，し
人

楽

婚

で

保

ル

南

ボ

体
力
づ
く
り
を
め
あ
て
と
し

一

て
、
今
年
度
も
朝
日
町
ス
ポ

レ

l
ツ
教
室
が
開
設
さ
れ
ま
し

J

、

こ

の

，J

J
L
U
 

南
保
地
区
婦
人
を
対
象
に
し
た
バ
レ

ー

ボ
ー
ル
コ
l

ス
が
六
月
十
九
日
に
開
講
さ

れ
、
婦
人
た
ち
は

一
日
の
放
れ
も
忘
れ
、

ス
ポ
ー
ツ
の
重
要
性
と
そ
の
楽
し
さ
を
味

わ
っ
て
い
ま
す
3

朝日町

スポーツ教室

.----------
忘れずに λ

納めましよう ゲ

A 
ーァ

し忠一 及 R 
よれ期び国 n
うず分悶定 の
。にで i込資 宝九I

19)す附践 を元
町~ 0 ！￥ 税 ム
ま 保の .m..
で険第 ｛ま
納 税 二
めの lYl
ま 総分

/j• 
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V
第

十
八
回

ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大

会
の
成
績

（六
月
小
四
日

小
丸
山
グ
ラ

ン
ド）

位

五
箇
庄

位

1白

区

体
協
七

t
八
月
行
事
の
予
定

。
朝
日
・
白
馬
岳
登
山

七
月
二
十
二
日

1
七
月
二
十
四
日

集
合
午
前
八
時
小
川
温
泉
一
冗
湯

参

加

人

員

五
十
名
（
先
着
順
）

参
加
申
込
七
月
十
五
日
（
土）

申
込
先
各
地
区
体
育
協
会
役
員

朝
日
町
教
育
委
員
会

（①

1
1
0
4〉

山
崎
体
育
協
会

長
津
方

（①

8
4
0
0）

 

。
町
民
水
泳
大
会
禁
小
川
中
学
校
水
泳
記

録
会

八
月
六
日
（
臼
）
午
前
九
時

町
営
プ
ー
ル

第208号

〈
V

第
十
八
回
町
民
野
球
大
会

期

日

八

月

二
十
日
午
前
八
時

場
所
小
丸
山
グ
ラ
ン
ド

泊
中
グ
ラ

ン
ド

主

催

町

教

委
、
体
育
協
会

出
場
資
格
定
時
制
高
校
生
を
含
む

・一
般
男
子

チ
ー
ム
編
成

満
二
十
五
才
ま
で
玉
名
、

二
十
六
才
以
上
四
名
の
選
手

(5) 

。
朝
関
野
球
大
会

l
l
早
起
き
を
か
ね
て
応
援
を

｜
｜

夏
の
暑
い
期
間
、
早
朝
の
涼
し
い
時
間

を
利
用
し
て
行
な
わ
れ
る
一
．
朝
間
野
球
大

会
」
が
県
下
各
地
で
行
な
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
朝
日
町
で
も
こ
れ
に
な
ら
っ
て
、

町
の
野
球
協
会
、
務
判
協
会
の
主
催
で
、

七
月
十
六
日
（
臼
）
か
ら
九
月
二
十
七
日

と
｛：：
整
備
さ
れ
る
学
校
施

ぎ

一

層

つ
一

司

ぎ
…

・

つ
一

t

騒
音
公
主
ロ
を

シ
ャ

ッ
ト

ア
ウ
ト

一
｜
泊
中
学
校
教
室
を

一一震に

U

国
道
八
号
線
に
篠
し
て
い
る
泊
中
学
校

で
は
、
段
近
交
通
航
の
激
的
に
伴
な
い、

と
く
に
重
盤
車
両
の
通
過
に
よ
る
騒
音
の

た
め
、

生
徒
の
学
習
指
摘
怖
や
．
研
究
会
、

職
員
会
な
ど
の
絡
会
合
に
差
支
え
る
こ
と

が
多
く
。
関
係
者
か
ら
早
急
な
対
策
が
要

（
日
）
ま
で
の
ん
河
内
眠
日
小
丸
山
グ
ラ
ン

ド
で
行
な
わ
れ
ま
す
。

参
加
稲
辺
一
チ
l

ム
は
随
時
受
付
け
ま
ず

か
ら
朝
日
町
教
育
委
員
会
へ
申
し
込
ん
で

く
，た
さ
い

。

丸一政

製
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
町
で
は
い
ろ
い

ろ
研
究
の
結
果
、

一
応
こ
の
対
策
と
し

て
、
全
校
舎
の
う
ち
最
も
そ
の
影
御
を
受

け
る
四
教
室
の
山
訟
を
二
重
に
改
造
設
問
附
す

る
こ
と
に
決
定
し
、
四
月
以
来
工
費
八
O

万
円
で
工
事
が
進
め
ら
れ
て
か
ま
し
た

が
、
こ
の
ほ
ど
完
成
、
外
部
の
騒
資
が
悲

断
さ
れ
．
教
職
員
、
生
徒
も
共
に
落
着
い

て
学
習
指
導
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
と

議
ば
れ
て
い
ま
す
。

〈
写
真
は
で
主
あ
が

っ
た
二
重
慾
〉

南

保

小

学

校
プ

ー

ル
の

浄
化
槽
取
り
付
け
完
成

南
保
小
学
校
プ

ー
ル
は
、
朝
日
町
内
で

も
最
も
早
く
で
主
た
も
の
で
、
近
年
地
区

関
係
者
か
ら
、
浄
化
槽
の
取
り
付
け
が
強

く
の
ぞ
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、
よ
う
や
く

木
市
叶
．
九
月
中
旬
か
ら
九
四
万
玩
千
円
の
工

明
貨
で
府
正
し
‘
ム
ハ
バ
十
け
こ
の
工
都
が

兜
成
し
ま
し
た
。

nunu
n
unununu
n
u
n
u
n
u
nununU山

υ門

U円
U

犬
家
庄
小
学
校
の
プ

l
ル
サ
イ
ド
補
修

大
家
庄
小
学
校
プ
1

W
サ
イ
ト
が
近
年

破
婦
が
詰
ど
し
く
、
児
・抵
の
負
傷
事
故
な

ど
も
予
想
さ
れ
る
の
で
教
育
委
員
会
で
は

予
妹
三
十
二
万
円
で
そ
の
補
修
に
渚
士

し、

こ
の
ほ
ど
完
成
し
ま
し
た
。

八
写
真
は
南
保
小
学
校
プ
1

山
げ
に
取
り
付

け
ら
れ
た
浄
化
槽
前
方
右
手
V

麗謹欝翻

連 合 青 年団の

体育祭から

若い力が激突

本
年
度
の
朝
日
町
連
合
青
年
団
の
体
育

祭
が
六
月
十
八
日
附
小
学
校
で
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
当
日
は
雨
天
の
た
め
、
ソ
フ

ト

ボ
ー
ル
を
中
止
し
、
バ
ド
・
ミ
ン
ト
ン

・

σ

械
の
試
合
に
約
別
名
の
邸
同
年
た
ち
が
、
h
H

い
っ
ぱ
い
技
を
蹄
い
あ
レ
ま
し
た
。

（
以
下
は
成
績
）

団
体
の
部

〔
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
〕

優

勝

山

崎

校

下

青

年

団

2

位

侠

川

校

下

青

年

間

位

大

家

陀

校

下

青

年

団

球〕
五
ケ
庄
校
下
青
年
回

大
家
正
校
下
背
年
団

笹

川

校

下

青
年
団

泊

校

下

青

年

間

3 2優 E事

勝h
リ

L

3

位

個
人
の
部

〔
パ
ト
ミ
ン
ト
ン
U

H
男
子
〆
プ
ル
λ

川

優

勝

加

納

秀

附

・
折

谷

時

夫

2

位

軍

服

庄
一

・
永

U
明

弘

3

位

森

岡

政

信

・
道

下

幹

夫

H
女
子
〆
．
プ
ル
ス

H

優

勝

間

部

和

美

・
束

崎

栄

子

2

位

赤

川

香

代

子

・

安

達

曜

子

3

位

加

納

業

子

・
谷

口

節

子

円
卓

球

〕

日
男
子
シ
ン
グ
山
ス
H

優

勝

目

附

秀

信

2

位

永

井

正

同

3

位

住

吉

一
久

H
女
子
シ
グ
ン
ル
λ

日

優

勝

佐

政

栄

子

2

位

問

問

節

子

3

位

竹

内

志

加
子

－
ー
ー
青
年
学
級

F

「
活
発
な
学
習
活
動
！
一

J
I
S
マ
ー
ク
の
勉
強

南
保
育
等
学
級

一南
保
背

年
学
級
で

i
J
I
S
 

方
式
で
繊

維
製
品
の

T

表
示
記
号

に
つ
い
て

学
習
講
座

を
開
さ
ま

し
た一一

F
O
O
O守
I
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一
ー
ー
エ
イ

ッ
l
ヤ
l

「
I
l－
－
か
け
声
も
勇
ま
し
く

空

手

道

ク

ラ

朝
日
町
内
，
グ
ル
ー
プ
サ
ー
ク
ル
活
動
紹
介

(6) 

青年の：グループサーグル活動

ん
戸
に
手
道
は
、
日
本
へ
は
速

く
平
安
の
比
H

泊
阿
佐
か
持
ち

刈
っ
た
え
伝
え
ら
れ
、
明
治

に
な
っ
て
か
ら
、
采
泊
と
共

に
令
国
的
に
広
が
っ
た
も
の

で
、
hx合
一
戸
、
呼
似
や
数

枚
の
瓦
を
一
h
J
引
に
割
る
小
気

味
の
よ
レ
武
泊
の
よ
－
コ
に
思

わ
れ
ま
た
、
采
剣
泊
と
川
じ

く
、
舶
に
対
す
る
攻
燃
や
防

御
耐
の
た
め
の
も
の

・
よ
う
に
考
え
わ
れ
て

近
年
は
ス
ポ
ー
ツ
化
し
、
試
合
に
重
点
を

お
く
よ
う
な
傾
向
に
あ
り
ま
す
が
、
哀
の

問
僚
は
、
正
義
人
過
を
級
官
し
、
き
び
し
く

己
れ
を
を
し
、
お
過
な
人
絡
を
鐙
此
す
る

た
め
の
も
の
で
す
。

朝
日
町
で
は
、
既
に
明
和
一一
．十
ぷ
年
に

現
在
、

三
段
、
教
司
の
資
絡
を
も
っ
、

下

沢
良
接
氏
が
、
静
空
鎮
泊
支
部
を
設
立
、

自
宅
や
上
町
公
民
館
を
道
場
に
、
空
手
道

の
普
及
に
蔚
手
し
は
じ
め
、
昭
和
門
卜
二

年
、
制
川
町
武
道
協
会
設
し
リ
に
と
も
な
い

公
開
樹
氏
を
行
な
っ
た
の
を
契
機
に
、

今
で
は
現
役
会
員
二
十
数
名
に
述
し
て
い

ま
す
。

現
作
．

A
五
H
V
・ド
以
内民
雄
、
指
川
場

μ魚
川

地

（
一一
段
）
い
八

m久
能
（
二
段）

m．五郎

（
初
段
）
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て
指
必

に
月
り
、
泊
二
川
（
川
昭
、
水
附
佼
七
、

三
O
I
九．一－一

O
）
L
L
町
公
民
館
ま
た
は

泊
小
竿
校
講
堂
に
お
しγ
て
、
ェ
ィ
ッ
、
ャ

l

ツ
止
裂
パ
ク
の
声
も
す
さ
ま
じ
〈
練
内

に
は
げ
ん
で
い
ま
す
。
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0 下 一 υ と’てと ラのかは みかなは やた水
O の O そうも り ...仕な んを場 必 二
ノひ 番 んし、 か す叩い な剥 所 ず 入管シ
I ~， ブ なてお~－ I lと で ベ で 大 の内 1

トに ザ と も 拘 lよ の 行 t:I：危な ノ、 子でス・

; ；＇~・ i 矢子~~~ ；： 型 ~ 手提~~ ~ i 年 ＇~
}j れを あな、ま 用 な る水、 L、ヵ： if入
ま るおなるおし 会 い あ縫て 1｝（に り
で l壬す たこけよ ー ．ク そ康ゆ タビ入 ま

ッ
！
の

プ

と
、
そ
の
期
間
だ
け
年
金
額
の
計
算
基
礎
九

の
対
象
と
な
ら
な
い
ば
か
り
か
、
あ
と
で

一

納
め
よ
う
と
思
っ
て
も
一
一
作
の
時
効
制
度

一

に
よ
っ
て
納
め
る
こ
と
が
で
主
な
く
な
り

一

ま
ず
か
ら
申
揃
免
除
に
該
当
す
る
人
は
、

一

役
場
年
金
係
に
柿
談
し
て
、
保
険
料
が
米

一

納
に
な
ち
な
い
よ
う
そ
の
手
続
を
し
ま
し

…

ょ
う
。

一

親

し

ま

れ

る

簡

易

保

険

国
民
年
金
の
保
険
料
は

，

O
保
険
金
で
＝
一

O
O万
円
ク

今
月
か
ら
定
額
分
が
月
額
五
百
五
十
円

一

大
を
な
保
陣
で
暮
ら
し
の
安
定
を
／
・

と
な
り
ま
す

五
月
十
五
口
か
ら
保
険
金
三

O
O万
円

一
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

×
×
×
×
×
×

×
×
×

×
×
×
×
×
×

×

×

×
K

一

1
1
1
1

：
ト

ド

一

O
配
当
金
の
増
額

水

と

・

止

を

漢

と

空

巣

に

注

意

…

附
幼
保
険
の
陀
当
金
が
四
月
一
日
か
ら

，

．

，
L

〈
山
叩
に
刑
制
さ
れ
ま
し
た
。

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

×

O
払
込
ま
れ
た
保
険
料
の
一
部
は
、

中

警

僚

だ

よ

り

校
、
以
泊
、
泊
路
、
町
計
住
宅
．
病
院
、

そ
の
他
の
公
共
施
設
の
也
設
資
金
と
し
て

な
り
ひ
び
会
ま
す
u

い
ざ
と
い

3
と
き
、

・
仙
は
わ
れ
大
レ
に
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。

き
っ
と
あ
な
た
を
守
っ
て
く
れ
る
で
し
ょ

’
O
揃
劫
保
険
の
福
祉
施
設
を
御
利
用
く
ど

う
。
警
察
署
防
犯
係
で
お
悦
話
し
て
い
ま

一

さ
い
ク

す
か
ら
・
申
込
ん
で
く
だ
さ
レ
。

間
易
保
険
保
山
政
セ
ン
タ
ー

’Hυ
・

気
を
つ
け
よ
う
、

m
Hm保
険
加
入
者
ホ
l
ム

甘
い
こ
と
ば
と
い
暗
道

ρ

’

先
月
強
盗
に
押
入
ら
れ
、
川
村
で
d

J

－

タ
う
ち
さ
れ
た
事
件
が
あ
り
ま
し
た
－
」
れ

は
ね
る
前
の
カ
ギ
か
け
ん
ゲ
を
忘
れ
た
た
め

で
す
。
戸
締
り
は
し
っ
か
り
路
実
に
し
ま

し
ょ
’
h
ノ
。

hy
・

し
た
か
戸
締
り

し
め
た
か
心

小
さ
な
カ
ギ
で

大
き
な
安
心

な
と
・
8
、
保
険
料
を
免
除
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。
す
な
わ
ち

O
国
民
年
金
の
障
害
年
金
、
障
害
福
祉
年

金
、
母
子
箔
祉
年
金
な
ど
を
受
け
て
い
る

人
、
生
活
扶
助
を
受
け
て
い
る
人
た
ち
が

当
然
免
除
に
な
り
ま
す
。

。
所
得
の
低
い
人
な
ど
保
険
料
を
納
め

る
こ
と
が
大
変
な
負
担
に
な
る
場
合
は
、

役
場
年
金
係
へ
中
し
川
て
免
除
を
受
け

ま
す
。
こ
れ
が
申
情
免
除
で
す
。

mh巾
が
な
く
て
、
保
険
料
を
滞
納
す
る

夏の防犯

。

水
死
故
防
止

．ノ／

.~／ 

，， 

r
o
n
6
0
0
 

災
容
か
ら
あ
な
た
を
守
り

老
後
や
安
児
の
学
資
に

簡
易
保
険
で

あ
す
の
幸
せ
を
築
こ
う

－

－

 

s－
回
圃

電

一

赤

一

型

一

大
一

が

ふ

え

ま

し

た

盤診

〆
イ
ヤ
山げ
で
市
外
通
話
の
で
を
る
火
刑
い

み
川
以
が
、
つ
会
の
と
ニ
ろ
に
つ
き
ま
し

た
む
こ
例
川
く
だ
さい、

U

小

山

市

引

」

（

山

）

小

川

以

院

℃

（

山）

i
〔

1
i
l
e
i－
－

J

H
ル
初
制
約
，
A
i
比
内
町ん
H
刊

V
L

収
品
潟
地
中
』
｛
（
川
崎
）

こ
の
み
川
訴
は
、
卜
川
r
k
が
．
円
に

h

ハ

枚
ま
で
は
い
り
ま
す
、

0000  
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漁雇ち；卓会主ダ
会
員
＆
衛
生

マ
ヨ
・
ネ

l
ス
の

え
ら
ぴ

小
た

最
近
、
大
阪
消
費
生
活

研
究
会
で
マ
ヨ
ネ

ー
ズ
の

味
、
酸
化
度
表
示
の
三
点

に
つ
い
て
、
試
賀
テ
ス
ト

を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
各

メ
ー
カ
と
も
椴
化
度
が
高

く
下
痢
な
ど
の
消
化
不
良

を
記
す
恐
れ
が
あ
り
、
ま
た
、
表
示
に
つ

い
て
も
添
加
物
の
有
無
、
製
造
年
月
日
、
成

分
な
ど
に
つ
い
て
の
記
敏
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た。

味
は
、
ど
こ
の
製
品
も
大
差
は
な
く
、

ピ
ン
入
り
は
品
質
が
安
定
し
て
お
り
、
ポ

リ
容
開
は
使
い
や
す
い
が
人
に
よ
っ
て
下

痢
や
肝
臓
障
害
の
原
内
に
な
る
も
の
が
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

保
管
上
の
注
意

直
射
日
光
や
電
灯
下
に
さ
ら
さ
な
い
で

冷
蔵
庫
に
入
れ
る
か
冷
暗
所
に
保
存
し
て

早
く
使
用
す
る
こ
と
。
ま
た
四
ヶ
月
以
上

保
管
し
な
い
こ
と
。

購
入
上
の
注
意

l

安
全
性
は
ピ

ン
入
が
高
い

2

商
品
の
回
転
の
5
ナ
レ
店
で
購
入
す
る

こ
と

(7) 

チ
ュ
ー
ブ
入
り
は
必
ず
削
減
造
年
月
日

を
確
か
め
る
（
ご
ヶ
月
以
内
の
も
の
〉

4

特
価
品
に
お
い
製
品
あ
り
、
よ
く
住

悲
し
細
引
に
ま
ど
わ
さ
れ
な
い

5

家
放
的
に
見
合
っ
た
内
容
量
を
求
め

る
6

間
入
後
は
、
す
み
や
か
に
使
用
し
、

冷
蔵
山
ま
た
は
冷
暗
所
に
貯
蔵
す
る
。

チ
斗

1
プ
入
り
の
中
身
を
、
ピ
ン
や
、

他
の
容
器
に
入
れ
替
え
て
は
い
け
な
い

3 

望室
このたび、海外出設労働事情調査団の一員として建設

来界を代表し、アメリカ、ヨ ーロ γパの旅を続けており

ますが、長期の海外旅行中、折にふれて思い出すのは故

郷朝日町唱の山河てeす。こんどの旅行は三回目ですが第一

聞は1j1ソ東歌出回、二同日は西欧、それに今度の旅です。

アメリ力の印象は、日本で想像していたものと少し違

レ、失業者は刷えて（,t_¥,、ますが、強大なアメザカの資本：

カは厳然と消由経前を支え、しかし大都市の治安！1極め

て醤く、二ユーヨ ークなどは、ホテJレにいるときでも部屋

に施錠ヵ：必要ですし、夜間の一人歩きはつつしむように

世立を受けます。これは人障問題や失業ともからみ、解

決の見透しも問先｛~なようです。ーユー ヲ ークや、ヮ γ ン

トンなどの中心地はほとんど黒人で占められ、白人は郊

外へ郊外へと流出しています。

これに比べゐとやはり円本は良い図だとつくづく思い

ます。私たちは静かに白分の考えをまとめ、日本の再発

見につとめ、美しい，.，~~；を守り、ほんとうに住みよい祖

同、ふるさとを作りたいと思っていますe

故郷の山河をしのびつ L （長文につき要旨抜粋）
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ゴ
ミ
は
必
ず

集
し
な
い

h

」
と
が
あ
門
ま
す
υ

V
燃
え
る
も
の
、
燃
え
な
し
ー
も
の
は
、
必

ず
区
別
し
て
く
だ
さ

い

マ
組
大
ご
み
（
屯
気
製
品
、

グ
タ
ミ
呼
）

は
直
接
大
屋
地
内
の
不
弥
物
捨
場
へ
持

姦
し
て
く
た
さ
い
。

一V多
盈
に
汚
物
が
出
た
場
合
、
旺
照
焼
却

場
ヘ
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

’Illゴミの悪臭追放に協力を 11111

ポ
リ
袋
に
入
れ
て

出
し
ま
し
ょ
う

ボ
リ
持
続
は

役
場
に
あ
り
ま
す

家

庭

裁

判

所

日
社
会
的
な
病
気
を
な
必
す

病
院
で
す

日

身

近

な

民

法

H
lま

反
刷物
を
迎
え
、
ご
み
の
忠
良
公
出
泊
放

と
、
開
焼
術
保
向
上
の
た
め
、
つ
V
む
の
こ

と
に
留
な
し
、
ご
み
袋
収
集
に
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
υ

（ご
み
袋
は
役
場
に
あ

り
ま
す
）

て

ご
み
は
必
ず
ポ
リ
袋
に
入
れ
て
出
し
申
徹
底
畿
判
所
は
、
い
か
に
も

「
即
作
l

て
く
だ
さ
い
υ

「
被
比
日
」
が
対
点
し
て
争
い
を
す
る
叫

袋
に
入
れ
て
な
レ
も
の
は
、
今
後
、
収

所
の
よ
う
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
う
で
は

り

水島信一

三浦町出身）

よ

（佐藤工業KK

だ外海郷

つ
れ
た
内

し
内
べ
て
み
よ
う

つ
り
の
す
き
な
方
々
に

ね

カi

お

L、



(8) 

リ
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
は

H

昭和 47年 7月 10日
月 干IJ （毎月10日発行）

夏の帰省旅行

’快
適

な

臨

時
列

車
で

ひ

国
鉄
で
は
、
こ
の
夏
、
帰
省
旅

行
、
レ
ジ
ャ
ー
旅
行
に
臨
時
列
車

を
大
巾
に
培
発
し
ま
す
。

泊
駅
停
車
の
臨
時
列
車

（
上
り
）

O
能
登
臼
号
四
・

二
二

上
野

・
金
沢

7
月
幻
円

J
8月
刀
日

9
月
日
U
J
9

月
四
日

9
月
お

H
1
9月
目

a

。
ア
ル
ペ
ン

2
号

一
二

・
O
七
大
阪

大
阪

7
月
目

2
m
m
m日

8
月
4
5
日
日

t
同

お

お

日

9
月

1

2

8
9
H
l
m
n
n口

O
立
山

2
号

九

・
四
回
糸
魚
川
・
大
坂

7
月

1
日

t
9月
初
日

O
立
山

3
号
一

五
・
四
三
糸
魚
川
・
大
阪

7
月
！
日

t
9月
初
日

O
立
山
4
号

一
二

・
O
八
糸
魚
川
・
大
阪

7
月

1
B
1
9月
初
日

（
下
り
〉

O
能
登
引
口万

一
一
・
五
五

金
沢
・
上
野

8
月
市
日
i

8月
初
日

全

議
指
定

O
能
登
臼
号
一
二
・

五
三
金
沢
・

上
野

7
月
幻
自

t
8月
辺
日
9
月
同
日
i
9

げ
日

9
月
幻
日

1
9月
お
日

全
車
指
定

O
あ
お
も
り
日
号
一
八
、
四
八
名
古
屋

（
福
井
）

青
森
8
月
叩
日
I
8月
は
日

全
車
指
定

O
立
山
4
号

六

・
四
一二
大
阪
・
糸
魚
川

7
月

1
t
9月
初
日

O
立
山
1
号

一
三
・
二
六
大
阪
・糸
魚
川

7
月
1
日
i
9月
初
日

O
立
山
2
号
一
八

・
五
六
大
阪
・
糸
魚
川

7
月
1
日
I
9月
初
日

な
お
指
定
券
は
乗
車
日
の
十
日
前
か
ら

受
付
け
。

さあ第203号（昭和昨8月 8日）
第 3種郵便物認可

宮
崎
海
洋
海
水
搭
に

臨

時

列

車

運

転

宮
崎
海
水
浴
場
及
び
キ
ャ
ン
プ
地
利
用

の
か
た
の
た
め
の
臨
時
列
車
を
運
転
い
た

し
ま
す
。

一
、
運
転
期
間

七
月
二
十
二
日
か
ら
八
月
六
日
ま
で

越
中
宮
崎
発
富
山
行

（
泊
か
ら
定
期
列
車
）

越
中
宮
崎
発

十
五
時
五
十
八
分

泊

発

十

六

時

五
分

富

山

着

十
七

時

八

分

宮
時
キ
ャ
ン
プ
地
利
用
の
方
へ

キ
ャ
ン
プ
地
か
ら
居
道
八
号
線
へ
鉄
道

線
路
の
模
断
が
多
く
、
大
変
危
険
で
す
。

死
傷
事
故
防
止
と
と
も
に
列
車
を
止
め
る

と
不
時
停
止
損
害
金
が
請
求
さ
れ
ま
す
か

ら
線
路
横
断
を
や
め
支
し
よ
う
。

・J

…

み

第

三

日

曜

日

は

…

…
ι

家

庭

の

日

…

…
引
家
族
み
ん
な
で
話
し
あ
い

…．
 

一
み
力
を
出
し
あ
い

一
る
楽
し
み
あ
い
ま
し
ょ
う

一
く

I
l－
－

I
ll
i－
－

I
l
－

－

一

一
家
自
転
車
の
ニ
人
乗
り
…

一

に

無

灯

火

を

…

一

る

な

く

し

ま

し

ょ

う

一

パ

ー

お

と

な

も

こ

ど

も

も

一

．
 

一

制

交

通

ル
ー
ル
を
守
り

一
心
／
み
ん
な
で

一

一
青
注
意
し
あ
い
ま
し
ょ
う

一

心

配

ご

と

、

苦

情

不
満
な
ど
の
相
談
は
、

…－v行
政

相

談

日
時
毎
月
第
一

月
曜
日

午
後
十
時
l
午
後
三
時

場

所

朝

門口
町
婦
人
会
館

…
v人
権
法
律
相
談

日
時

毎
月
第
一一一月
曜
日

午
後

一
時

t
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
職
工
会
館

…
v心
配
ご
と
相
談

日
時
毎
週
月
曜
日

午
前
十
時

t午
後
三
時

場
所
朝
日
町
心
配
ご
と
相
談
所

マ
交
通
事
故
巡
回
相
談

日

時

七

月
十
九
日

〈水
）

午
前
十
時

i
午
後
三
時

場
所
朝
日
町
職
工
会
館

d
コ
レ
戸

寄朝
国
ロ
l

タ
リ
ク
ラ
プ
か
ら
朝
日
町
教

育
委
員
会
へ

児
童
用
自
転
車
競
技
用
具

贈

式

海

上

自

衛

艦

一

般

公

開

海
上
自
衛
隊
で
は
次
の
と
お
り
、
護
衛

艦
「
も
が
み
」「
い
す
ず
」
の

一
般
公
開
、

お
よ
び
体
験
航
海
を
行
な
い
ま
す
の
で
ご

参
観
く
だ
さ
い
。

富
山
港
八
月

一
日

l
八
月
二
口

伏
木
港
八
月
一
一日
i
八
月
四
日

体
験
航
海
（
富
山
崎
内
）
緊
結
希
望
の

か
た
は
、
七
月
二
十
ま
で
に
往
複
は
が
主

で
、
左
記
宛
名
へ
申
し
込
み
く
だ
さ
い
？

富
山
市
牛
島
新
町
六
｜
二
四

自
衛
隊
富
山
地
方
連
絡
部

⑨

⑧

 

O
生

ま

れ

た

人

⑨

結

ぼ

れ

た

人

V
な
く
な
ら
れ
た
人

（
昭
和
四
十
七
年
六
月
十
五
日
現
在
）

O
出

生

（

お

す

己

や

か

に

）

境

渡

辺

強

二
女

智

絵

宮

崎

佐

出

正

秋

長

男

宏

美

宮

崎

不
破

憲

一

長

男

徳

博

横

尾

藤

条

義

晴

長

男

慎

也

横

尾

島

田

勝

義

二
男

養

失

泊

長

井

琢

雄

長

男

秀

一

泊

長

谷

登

長
岡山

秀

登

泊

霜

越

椴

雄

二

女

成

美

泊

加

藤

光

雄

三

女

宏

恵

東

草

野

渡

辺

誠

八

二

男

忍

平

柳

柳

沢

潤

長
女

か

お

り

平

柳

勝

出

紘

一

長
男

由

来

輔

平

柳

平

野

峻

正

長

女

智
代
子

平

柳

長

崎

啄

ニ

長

女

悦

子

荒

川

双

川

筒

長

女

京

子

荒

川

荒

尾

弘

一

一

男

憧

桜

町

大

崎

宝

長

男

稔

月

山

西

田

勘

九

二

男

雅

幸

草

野

吉

江

昇

二
女

芳

賀

平

大
家
庄

酒

井

良

明

二

男

陣

樹

大

家

庄

池

田

勇

長

男

安

紀

舟
川

新

山

崎

哲

男

三

女

裕

美

金

山

清

水

功

一
一
一
女

妙

子

藤

塚

道

下

行

道

二
男

博

行 ⑧ 

。

結

婚

。
東

草

野

大

阪

府

。
荒

川

石

谷

（お
し
あ
わ
せ
一に）

寺

田

幸

雄

藤

本

茂

美

菊

地

信

幸

吉
田

由

美

子

0 0 0 0 

新下山新 石南 月山 1自新北 f自

潟山潟 潟海

県新崎県俗保山崎 県道

大

村

茂

大

沼

朋

子

坂

上

君

夫

北

嶋

洋

子

谷

正

夫

沢

由

良

子

姻

地

武

球

山

本

様

子

小

池

作

三

長
津
久

美

子

広

沢

敬

和

泉

和

美

〈
〉
死

亡

（お
く
や
み
申
し
あ
げ
ま
す
）

・
笹
川
竹
内
又
次
郎
（
七
＝
）

・
沼

保

按

東

宙

開

造

（

七

一二
）

・
東

京

野

板

嘉

造

（

七

一
）

・
桜

町

広

田

ひ

で
（
六
六
）

・
草

野

吉

江
っ
か
（
六
回
）
・

・
南

保

谷

地

元

七

海

（
四
）

・
南

保

上

田
と
よ
（
九
一
一
）

・
三
校
橋
藤
田
み
よ
（
七
五
）

・
襟

田

水

野

市
次
郎
（
九

一
）

・
金

山

紙

回
普
作
（
七
六
）

月

町内交通事故数

6 漏
信
校
庭
培
一f

Jd寸

4
d叫
パ

2
1

：
l

i
 

町

同州

「砂

郵定送
i使
白書
号・［illi料

死者負傷者

22 

8 

30 

4 

5 

件数

7 

31 

24 1 ！－！～5月

6月

本年；；｝！.－計

十舟ii1jj)J 

二 旧 日

「fJ mr 
EfJ , 

f党
Aili]；場

)t. /'. 

jL 

｜問。
Fヒ


